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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
８月 １日(金) 第２回公募 説明会

　９月 ５日(金) 第２回公募 受付締め切り

　９月８日(月)〜１２日(金)　第２回公募 一次審査

　９月２２日(月)〜２６日(金)　 第２回公募二次審査

　９月２９日(月) 第２回公募 採択通知、利用手続き開始

　１０月 １日(水) 第２回公募 利用開始�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
QM/MM法による光物性計算�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
東工大矢部教授により開発されたCIP法とそれを発展した方法は、既存の流体力学手法では解析できなかった気液固相共存系に対し、特別なモデル化無しに統一的に取り高精度計算が行えるようになっている。



気体・液体統一解法による直接シミュレーション

原子炉設計，

プラントの配管損傷予測



水素-空気乱流予混合

既燃側

未燃側�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
東工大矢部教授により開発されたCIP法とそれを発展した方法は、既存の流体力学手法では解析できなかった気液固相共存系に対し、特別なモデル化無しに統一的に取り高精度計算が行えるようになっている。
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
クライアント１万台問題の解決法の開発、グリッドコンピューティング、次世代ネットワークアプリケーション、Web2.0等のソフトウェアを開発、これらを指向しているベンチャー企業に計算能力を提供し、第2、第3のGoogle、�
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�


課題選定委員会を東工大学術国際情報センター内に設置し、学術国際情報センターの教員のみならず、応募課題の分野に応じて、その分野に通じた東工大の教員・研究員、産学官連携部門職員にも委員を委嘱し、課題選定を行う。また競合しない分野の企業に属する本事業利用者から将来は課題選定委員を選定することも構想している
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プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
本事業ではプロジェクト終了2年後に成果を公開するとしても実施中に各利用者は自分たちが何をやっているかは他の利用者に知られたくないという要望、また機密データを外部に持ち出すことへの心理的抵抗が存在する。従って利用者群毎に専用の仮想計算機を利用したログインノード、ファイルシステム、システム利用サポート体制を構築する。これにより、他の利用者から自分たちが何をしているかを事業実施中に知られることは無いことを担保し、本事業の積極的な利用を促進する。
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プレゼンテーションのノート�
本事業ではプロジェクト終了2年後に成果を公開するとしても実施中に各利用者は自分たちが何をやっているかは他の利用者に知られたくないという要望、また機密データを外部に持ち出すことへの心理的抵抗が存在する。従って利用者群毎に専用の仮想計算機を利用したログインノード、ファイルシステム、システム利用サポート体制を構築する。これにより、他の利用者から自分たちが何をしているかを事業実施中に知られることは無いことを担保し、本事業の積極的な利用を促進する。
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